
平
成
二
十
年
六
月
二
十
四
日
受
領

答

弁

第

五

六

六

号

内
閣
衆
質
一
六
九
第
五
六
六
号

平
成
二
十
年
六
月
二
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣

福

田

康

夫

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
か
つ
て
北
方
領
土
交
渉
に
悪
影
響
を
与
え
た
と
外
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識
し
て
い
る
国
会
議
員
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対
す

る
同
省
の
対
応
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に
関
す
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三
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に
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し
、
別
紙
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弁
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を
送
付
す
る
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衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
か
つ
て
北
方
領
土
交
渉
に
悪
影
響
を
与
え
た
と
外
務
省
が
認
識
し
て
い
る
国
会
議
員
に

対
す
る
同
省
の
対
応
等
に
関
す
る
第
三
回
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
年
六
月
六
日
内
閣
衆
質
一
六
九
第
四
四
八
号
）
の
一
、
二
及
び
七
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と

お
り
、
御
指
摘
の
北
方
四
島
住
民
支
援
に
関
す
る
調
査
結
果
報
告
書
に
は
、
当
時
、
鈴
木
宗
男
衆
議
院
議
員
の
意
向
が
突
出

し
た
形
で
重
視
さ
れ
、
同
議
員
の
意
向
を
推
し
量
り
、
そ
れ
を
無
視
し
得
な
い
も
の
と
受
け
止
め
実
現
す
る
方
向
に
動
か
ざ

る
を
得
な
い
雰
囲
気
が
外
務
省
内
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
及
び
同
議
員
と
の
関
係
を
め
ぐ
り
外
務
省
員
相
互
に
根
強
い
不
信

感
が
生
ま
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
不
正
常
な
状
態
が
生
じ
て
い
た
と
認
識
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
定
か
で
は
な
い
が
、
ロ
シ
ア
連
邦
と
の
間
の
平
和
条
約
の
締
結
に
関
す
る
交
渉
（
以
下
「
交

渉
」
と
い
う
。
）
の
内
容
に
か
か
わ
る
事
柄
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
交
渉
に
支
障
を
来
す
お
そ
れ
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。


